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  実験計画 攻撃時の状況(個人・相手部外者(以下研究
1 においては、“個人”と記載)、競争的集団・相手部外者
(以下、“集団”と記載)の 2 水準)、一般的信頼(高群、低群












  実験参加者 東京成徳大学男子学生 22 名を対象とし
た4)。平均年齢は、19.7 歳(SD = 1.29 歳)であった。実験
参加者(以下、参加者と記載)の一般的信頼得点の中央
値は 20 および 21(範囲 10 から 25 まで、72.7％)であっ
たため、同得点が 20 点以下の参加者を低信頼者(11 名)、
21 点以上の参加者を高信頼者(11 名)とし、攻撃時の状
況×一般的信頼の 4 条件の各セルのうち、個人条件の 2
つのセルに 5 名ずつ、集団条件の 2 つのセルに 6 名ず

















されていた(両側検定；t (8) = 6.00, p < .01)5)。 
“その日の気分が反応時間に及ぼす影響に関する研




Table 1 攻撃時の状況および一般的信頼ごとのブザー音強度の平均値(低信頼者(SD)/高信頼者(SD)) 
指標＼状況 個人 集団 
ブザー音強度(第 1 セッション) 33.4(10.59)/26.4(4.08) 27.0(6.79)/30.8(3.27) 
ブザー音強度(第 2 セッション) 32.2 (7.08)/34.8(6.71) 29.8(5.57)/35.8(2.78) 




る (e.g., Bushman, 1995, 2002; Bushman & 
Baumeister, 1998; 大 渕 , 1979; Ohbuchi, 1982; 





















順序で 4 勝 4 敗になるように予めプログラムされていた。 
  反応時間課題終了後デブリフィングを行い、実験は終
了した。 











時間課題では、サクラ、参加者 1、参加者 2 の順番に 1
人ずつ対戦相手と反応時間を競った。集団条件におい










  従属変数 攻撃行動(ブザー音強度)：反応時間課題で




  実施時期 2003 年 6 月上旬から 10 月上旬であった。
結 果 
セッションごとのブザー音設定強度の平均値および標
準偏差を Table 1 に示した。  
  ブザー音の強度について、状況×一般的信頼×時系列
(セッション、3 水準)を要因とする 3 要因混合計画(第 1、
第2 要因は被験者間配置、第3 要因は被験者内配置)の
分散分析を行った。結果は、時系列の主効果のみが有
意であった(F (2,24) = 10.82, p < .01)。多重比較(LSD
法)の結果、第1、第2 セッションよりも第3 セッションの方
が設定したブザー音強度は有意に高かった(MSe = 
27.18, ps < .05)。そこで、最も攻撃が高まった第3 セッシ
ョンにおけるブザー音強度について、状況×一般的信頼
を要因とする 2 要因分散分析を行った。結果は、状況の












































研 究 2 
目 的 

































  一般的信頼の測定 一般的信頼の測定方法は、研究
1 の場合と同様であった。 
  実験参加者 東京成徳大学男子学生および専修大学
男子学生、計 20 名を対象とした。平均年齢は、20.0 歳
(SD = 1.14 歳)であった。参加者の一般的信頼得点の中
央値は 19 および 22(範囲 13 から 25 まで、70.0％)であ
ったため、研究 1 と同様に同得点が 20 点以下の参加者
を低信頼者(10 名)、21 点以上の参加者を高信頼者(10
名)とし、攻撃時の状況×一般的信頼の4条件の各セルに
















Table 2 被攻撃者に関する属性および一般的信頼ごとのブザー音強度の平均値(低信頼者(SD)/高信頼者(SD)) 
指標＼属性 部外者 既知関係 
ブザー音強度(第 1 セッション) 33.4(10.59)/26.4(4.08) 24.8(7.78)/33.8(13.73) 
ブザー音強度(第 2 セッション) 32.2 (7.08)/34.8(6.71) 22.6(6.25)/37.6(16.43) 










をし、後に A と B がともにある課題を行い、さらに実験終


























  従属変数 研究 1 と同様、攻撃行動(ブザー音強度)で
あった。 
  実施時期 2003 年 6 月上旬から 10 月上旬であった。
結 果 
セッションごとのブザー音設定強度の平均値および標






(F (1,16) = 4.18, p < .10；F (2,32) = 2.51, p < .10；
F (2,32) = 2.50, p < .10)。下位検定の結果は以下の通り
であった。一般的信頼について、状況の単純主効果が
有意または有意傾向を示し(低信頼者,F (1,16) = 36.37, 
p < .01；高信頼者,F (1,16) = 4.00, p < .10)、既知関係条
件において一般的信頼の単純主効果がみられた
(F (1,16) = 44.14, p < .01)。また、第 2 セッションと第 3
セッションにおいて一般的信頼の単純主効果が有意な
傾向を示し(第 2 セッション,F (1,16) = 3.07, p < .10；第 3
セッション,F (1,16) = 3.15, p < .10)、一般的信頼につい
ては、時系列の単純主効果が有意であった(低信頼
者,F (2,32) = 3.43, p < .05；高信頼者,F (2,32) = 8.22, 
p < .01)。多重比較(LSD 法)の結果、設定したブザー音
強度は、低信頼者条件において第 2 セッションよりも第 3
セッションの方が有意に高く、高信頼者条件において第
1 セッションよりも第 2、第 3 セッションの方が有意に高か
った(MSe = 31.30, ps < .05)。第3 セッションにおいては、
状況の単純主効果が有意で(F (1,16) = 5.38, p < .05)、
部外者条件においては時系列の単純主効果が有意であ
った(F (2,32) = 10.60, p < .01)。多重比較(LSD 法)の結
果、設定したブザー音強度は、部外者条件において第 1、
第 2 セッションよりも第 3 セッションで有意に高かった
(MSe = 31.30, ps < .05)。 












したがって、仮説 2 は支持された。 
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究 1 および研究 2 を通して延べ 42 名と少数であったが、今
後さらに参加者数を増やして同様の検討を行うことにより、結
果の信頼性をより高めていくことが可能であると考える。 






































The examination of effects of situational factors and general trust on 
aggressive behavior
  
Tomofumi OWADA (Graduate School of Literature, Senshu University) 
Kazuki ISHIZAKI (Faculty of Humanities, Tokyo Seitoku University) 
 
Two studies were conducted to test how the effects of the following situational factors and general trust 
influenced aggressive behavior. Forty-two male undergraduates participated in the following 2 studies. In 
study 1, the effects of the number of aggressor (i.e. individuals vs. groups) and aggressor’s general trust 
on aggressive behavior were investigated in a laboratory setting. In study 2, the effects of categories 
about the victims (i.e. outsiders vs. acquaintances) and the aggressor’s general trust on aggressive 
behavior were investigated in the same method as study 1. The results showed that members with both 
high and low levels of general trust, when they were in groups, refrained more from exerting aggression 
toward the opponent, furthermore, members with low level of general trust exerted more aggression 
toward the opponent as outsiders than that of acquaintances. Thus, the hypothesis that members with 
low level of general trust, when they were in groups, might exert much more aggression toward outsiders 
compared to those with high level of general trust was confirmed partially. 
 
Keywords: aggressive behavior, competitive groups, outsiders, acquaintances, general trust. 
 
